
　　　　　　  信楽陶芸トリエンナーレ実行委員会事務局  （特区推進室）
 ☎ 　  　ホームページ　http://tri.shigaraki-sp.com
問い合わせ

　信楽伝統産業会館では、「土と炎のおくりもの」と題して、鎌倉
時代から現代までの信楽焼を時代背景とともに紹介します。ま
た、信楽焼を通して文化的にも社会的にも影響を与えた市指定無形文化財保持者の作品
と、信楽で活動している陶芸家の作品を併せて展示し、「今」の信楽を見ていただきます。
　次に、商店街の空き店舗では、2つの企画展示を計画しています。1つは、陶歴が10年以
内の若手陶芸家による展示で、作家同士の新たな交流の場づくりとします。もう1つは、光
源にLED電球を使用した「灯り」がテーマの作品展示です。信楽窯業技術試験場で開発さ
れ“信楽透

と う き

器”として話題となった透光性のある陶土を活用した作品です。
　他にも、新宮神社を屋外展示会場として、信楽高等学校
の生徒による作品展示を行う計画を進めています。
　このように信楽には、若手陶芸家から信楽焼の伝統を受
け継ぐ陶芸家や高校生まで数多くの人材がおられます。そ
うした方々の作品をまちなかで展示することで、普段とは
違った信楽を感じていただけると思います。
　いずれの会場も、窯元散策路の周辺にあることから、窯
元や工房の見学と併せて各展示会場を散策してみてはど
うでしょうか。特に商店街の空き店舗は、陶芸家などによ
る手づくり感満載の展示会場になる予定です。皆さん、ぜ
ひこの機会に“信楽焼の伝統と技”そして“新たな信楽”を
見つけに来てください。
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街中いっぱいに多彩な展示
会期◦10月1日（金）～11月23日（火・祝）

地域活性化と観光誘客を２本柱に
甲賀市観光協会設立総会を開催
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。

▲�信楽伝統産業会館での展示

▲�会員らが一堂に会した甲賀市観光協会設立総会

　　　　　　  甲賀市観光協会事務局（市役所甲南庁舎内）
☎／  60-2690
問い合わせ
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